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エ ル ン ス ト ・ ト ラ ー と バ イ エ ル ン 革命

林 敬

Ernst　 Toller　in　Mtinchner　Revolution　 1918− 1919

Kei　Hayashi

　第一次大戦の 帰趨が もはや決定的 とな っ た 1918年 11月，ドイツ で は平和 を求め る民衆 の 蜂起

が全土を揺が し， ドイ ツ の 支配体制は これに よ っ て あ っ けな く崩壊 した 。 そ の 結果生 じた権力

の 空白の 混乱の 中で ， 民衆の さま ざま な苦悩 と希望が交錯 した 。
バ イ エ ル ン にお け る翌 年 5 月

まで の 半年間は ，
こ の よ うな背景か ら生まれ た革命運動の 上 昇 と下降 の 半年間で あ っ た 。

エ ル

ン ス ト ・ ト ラー （1893〜1939）は，バ イ エ ル ン の平和要求と社会主義革命の 闘い を担 い ，敗北

後は挫折 した革命の シ ン ボ ル 的存在 とな っ た 。 彼は政治的指導者 と して 民衆 と共に こ の 革命に

共同体へ の 夢の 実現を託 した 。

一方，革命が敗北に 終っ た後 は表現主義の 劇作家 として 自ら体

験 した状況 を作品化 し， 敗北後の 共和国の 状況 に働きか けた 。 特に革命を扱 っ た作品は民衆の

中に共感 と支持を呼び起 こ し， 革命へ の 思い の 込 め られた ， 「トラ
ー
伝説」が現われる ほ どで あ

っ た 。

　 トラ
ーが我々 の 興昧を引 くの は ， 前提 と して ， 彼の 生 きた 「ドイ ッ 革命」か ら ワ イ マ

ール 共

和国の 時代を経て ナ チ ス の 時代 に至 る，時代そ の もの に対する関心が あ り， トラ
ー

が そ の 時代

の 希望 と苦悩に深 く関 わ っ て い たか らで あ る 。 そ して ，彼の 生 き方 に は社会変革 を思念す る個

と現実の 革命闘争や政治的全体と の 矛盾が悲劇的に現われて い た 。 （ちなみに彼 は 自ら支援 した

ス ペ イ ン の 人民戦線の 敗北後，、亡命先 の ニ ュ
ー

ヨ
ー

クの ホ テ ル の 一室で 自殺 した。）

　彼 は，暴力的に規定 され た時代の ， 激 しい 転変の 中で ， 社会主義的土台の 上 に立 つ 人間共同

体の 実現 を希求 しなが ら， 同時に ， 人間愛 一 社会主義革命 一 暴力の 問題を苦悩 した 。

一
つ

に は それが 解放的暴力で ある に して も，現実 の 暴力の 中に は ， 革命 の イ デ
ーに と っ て 致命的な

人間性 の 堕落が潜ん で い るか らで あ る。また一つ には，革命が現実 の もの で あ る限 り， 必然的

に暴力が 行使 されざるを得な い か らで ある 。 暴力の もつ 両義性 は彼に とっ て 克服 しが たい ，革

命の 内在的矛盾で あ っ た 。 そ して ，結局彼 は現実の 暴力 によ っ て 追放されたが，暴力的迫害は

決 して ナ チ ス ICよ っ て ばか りで はな か っ た 。 トラ
ー

に対する評価は ， 政治的に も文芸批評的に

も， さまざまに試み られて きたが ， しか し，彼が苦悩 し， あるい は提起 して きた問題そ の もの

は解決 されたわ けで も ， 克服 され たわ け で もな い 。それ は今 日なお ， ア ク チ ュ ア ル な問題 と し

て とどま っ て い るの で ある。

　本論 は，それゆ え，とりあえず文学研究以前の もの として ， トラ ー
の 伝記的展望 の もと に

，
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時代 と の相剋か ら形成 され た彼の 基本的革命観 を考察 し，さ らに バ イ エ ル ン の 現実の 革命の 中

で ，問題が どの よ うに 自覚 されて い っ たか を理解 しよ うとす る試みで ある 。 も っ と も，こ の 革
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 く1 ）

命にお け る体験 の考察は トラ
ー

の 作品の 正当な評価の 欠かせ な い条件 ともい え る の で あ る 。

1

　 ト ラーは 1893年 12月 1 日 ， 東プ ロ セ イ ン の ポ
ーゼ ン 州ザ モ チ ン （現 ポ ー

ラ ン ド） で
，

ユ ダ ヤ

人家庭に 生まれた 。 少年時代を故郷で 送 っ た後 ， 1914年 2 月に グル ノ
ーブル 大学に留学 した 。

半年後に 第一次世界大戦勃発 。 ジ ュ ネーブ経 由で 帰国を強行 し， ミ ュ ン ヒ ェ ン の バ イ エ ル ン 第

一歩兵
一

砲兵連隊に志願。西部戦線の ヴ ェ ル ダ ン 近郊 で 13ケ月従軍 した 。 1916年 5 月に 心 臓障

害な どで野戦病院に 入院 。 1917年 1 月に除隊に な り，ミュ ン ヒ ェ ン 大学で 法学および哲学の 聴

講手続 きをと る 。 夏に リル ケや ト
ー

マ ス ・マ ン と会 い ，秋に はマ
ッ ク ス ・ウ ェ バ ーに従 っ て ハ

イデ ル ベ ル ク大学に移 っ た 。
ハ イデ ル ベ ル クで 平和主義的綱領を もつ 「文化政治青年同盟」 を

創設 した 。 しか し， 右翼か ら脅迫 され た り， 当局か ら禁止 された りで，1明 に ベ ル リ ン へ 難を

避けた 。
ベ ル リ ン で ク ル ト ・ ア イ ス ナ

ーと知 り合 っ た 。 ア イ ス ナ
ー

との 出会 い は トラ
ーに と っ

て 一つ の 区切 りで ，
こ の 後彼は現実の 政 治運動 に加 わ っ て い っ た。

　以上 の 時期に トラ
ーの 精神的 ・ 政治的動向に とっ て 核とな る部分が形成 された が ， 先ず注 目

され る点は ， 彼の ユ ダヤ人 の 自覚で あ る 。 幼な い 頃か ら人種差別を体験 した彼は，自伝 の 中で
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （2 ）

「僕たちは何故 ユ ダヤ人なの ？」と聞い て母親を悩ませ た こ とを報告 して い る 。
ユ ダヤ 人で ある

こ と の 悲 しみ は ， さ しあた り， 彼の ドイ ッ へ の 一体感 に対する強い 憧れ の 素地 に な っ た 。 それ

ゆえ ， 戦争が勃発 したとき， 帝国 内で 人種対立 も含め て あらゆる対立が解消 したよ うに感 じて

率直に喜んだ。彼が兵役 を志願 したの もこ の よ うな気持か らで あ っ た 。

　 しか し，自ら志願 した前線で， フ ラ ン ス の 民衆を もまき込ん だ戦争 の 悲惨を体験 した 。 そ の

一
つ に鉄条網 に引 っ かか っ た まま ， 2 日 2 晩苦 しみ の 叫び声をあげなが らこ と切れた兵士の 目

　 　 　 （3 ）

撃が ある 。 ト ラ
ー

に と っ て ， そ の 兵士が フ ラ ン ス 人で あろうと ド イ ツ 人で あろ うと， そ の よ う

な区別は残虐 な死 の 印象の 前に は問題で な くな っ た。一種 の 非現実感を感 じる ほど他愛な く，

多 くの 死者た ちに 出会 っ たが ， 彼は そ こ に 「フ ラ ン ス 人 の 死者」や 「ドイ ッ 人の 死者」で な く，

「死んだ人間」を見 た 。 そ して ， 死者たちに対す る哀悼は戦争 へ の 疑念 とな り，精神的な打撃や
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （4 ）

疲労か ら彼 は心身を病んだ 。 W ・ロ ー
テは こ の ような戦争体験を愛国主義者か ら平和主義者へ

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （5 ）

の 転 回 の 原体験 と做 して い るti 同時に トラ
ー

の 思 い は 「ドイ ツ」か ら普遍的な 共同体 へ 向け

られ る よ うに な っ た の で ある 。

　 ト ラ
ー

は除隊 に な っ て か ら懸命 に戦争 を忘 れよ うと した とい う。そ の 頃，例え ば トーマ ス ・

マ ン （トラ
ー

は マ ン の 家に招待 されて，そ の 際に 自分の 詩の 批評を願 っ た こ とが あ る 。 ）は まだ

《非政治的人間の 省察》の 執筆中で ， ドイ ツ の 戦争の 意義を擁護す る立場を と っ て い た が， ト

ラ
ーに と っ て は もはや 「偉大な時代」 には思われ なか っ た し ， 戦争 に よる犠牲 も無意 味に思わ

れた 。 しか し， 戦争を忘れるこ とはで きなか っ た 。 それゆえ彼は逆 に 時代の 真実 を知 り，心か

ら行為する こ とを求め た 。 こ の 意味で 「市民的」学者は彼の 期待を満たす もの で はなか っ た 。

戦場の 悲惨 を思 うに つ け ， 学者 たちの 「偉大な言葉」 は ， 現実に何 も変え る こ と の な い 空語で
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しかな か っ た 。

　ハ イデ ル ベ ル クで トラ
ー

は学生仲間 と 「文化政治青年同盟」を創設 した 。 こ の 活動 を通 じて ，

トラ
ー

の 基夲的な思想や姿勢が ， また ， 活動の 特徴な どが異体的に現われて くる。 思想的な面

で は先ず ， 戦争に 帰結 した ヨ ーロ
ッ

パ の 現実，国内を支配 して い た戦争 イデ オ ロ ギー
に対する

　 　 　 　 　 （6 ）

反乱が あ っ た 。 こ の 反乱に つ い て
，

W ・ロ
ー

テ は表現主 義的テ
ー

マ が トラ
ーに お い て は政治的

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （7）

な もの に な っ た と説明して い る。 こ の 「青年同盟」の綱領で は，政治や経済の 物質優先の あり

方を人間優先 の 世界 に変え る こ と，お よ びそ の こ との た め に 現実に行動するこ とが 主張 され た。

具体的に は

　  　行動主義 一 愛と責任意識 か ら

　  　知識人の 役割 一 民衆の解放者と して

　  共同体理 念 一 諸個人の共同体

　  　実現の 方法 一 精神的な働 きか け，内面的変化 に よ っ て

が宣言された。ただ，こ の 宣言自体は全体と して 政治的 よ りも文化的色合い が濃か っ た 。 「貧困

の 廃棄」や 「生活資料の有意義な 生産 と公平な分配」の 要求な ど，社会主 義に 特徴的な傾 向も

み られたが，雰囲気以上の もの で はな か っ た。別な文書で は 「権力の 拡大 の 代 り に，人類 の 道
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （8 ）

義を中味 に もつ 文化の 深化」とい うよ うな平和主義的な変革が呼びかけられて い る 。 こ こで ち

ょ っ と注 目される こ とは綱領は トル ス トイ の 《復活》 な どの 普及 も主張 して い る こ とで あ る。

即ち ， 綱領に み られる トラーの 思想や姿勢 には トル ス トイの それ との 類似がみ られた。 トル ス

トイ にお い て も国家に代表 され る反道義的社会秩序を変革す るため に暴力に よ らず， 人 間 自身
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （9 ）

の 変化が ， 良心 の 革命が ， 愛 によ る諸矛盾の 克服が説かれ ， 実践に移された の で ある 。

　 しか し ， トル ス トイ の 考えが確か に 衝撃的で ， さ らに鋭 い批判力 を備え て は い る が ，提起 し

た諸問題 の 解決方法が内面 に求め られ る限 りで ，現実の 次元で は空想的で あ らざるを得 なか っ

たよ うに ， トラーの 場合 も，本質的に は言葉の 飛翔で あ っ た 。 実際， 言葉以外に なされた こ と

は，各方面へ の 綱領の 送付 ぐらい で あ っ た 。 「市民的」文化の 行動的側面の 貧困の 批判か ら行動

を提起 した に もか かわ らず ， 克服で きなか っ た トラ
ー

自身の 行動の 貧困を ， W ・ロ ーテ は 「行

動主義的か ら っ ぽ の 身振 り」 と評 して い る 。 しか し，

一方で 彼は表現主義呑たちが 「国家的，

〈民族的〉， 階級的， プ ロ レ タ リア 的思考図式」を越えて い っ た こ とを指摘 しな が ら， トラ
ー

の 場合 も そ の人間に 対す る 思 い は反国家的 ， 境界止場的で あ り， 、ま だ戦争中で あ っ た 1917年の

歴史状況 の 中で は 「政治的に最 も進歩的で ，精神的に 最 も革命的な姿勢で あ っ た 」 と評価 して

　 （1o）
い る。い ずれに して も， トラ

ーの最 も初期の 活動 に現われた，反戦，人間 の 共同体の イ デ
ー，

変革 の 方 法論 にお ける平和主義， とい うよ うな基 本思 想は トラ ーの その 後の 行動の 核心 とな
「

っ た 。

　 とこ ろで ，
ハ イデ ル ベ ル ク時代 に ， ト ラ

ーは後の ミ ュ ン ヒ ェ ン に おける レ ーテ 政府の 中心 人

物の 一人で あるグス タ フ ・ラ ン ダウ ァ
ー

と接触を求めた。 というの は ， 自ら語ると ころによ る

とラ ン ダウ ア
ーの 《社会主義 へ の 呼びか け》 （1911）が決定的な影響 iEi及ぼ したか らで ある 。

ラ ン ダウ ア
ー

の 思 想は トラ
ー

の 思想 に 現実的な基礎 とな る概念を与えた 。
つ ま り， 共同体の 社

会主義的基礎が よ り明確 に 意識された 。
ハ イ デ ル ベ ル ク を逃れ る前 日 に書か れ た ラ ン ダウ ア

ー

宛の 手紙の 中で は，暴力 と不正 の 権化で ある国家に対 して ，「労働生 産物 の 他 の 等価物 との 平
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （11）

和的交換 に よ っ て 経済的に 結び つ い た ，自由な人間の 共同体」が対置されて い る 。 こ の 当時は
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これが実現 されるため の 条件 は， 理論 的に も状況的 に も不十分で あ っ たが，ラ ン ダウ ア ーとの

出会 い は トラ
ー

の 社会主 義的潮流 と の 合流を精神的 に準備 した の で あ る 。

　1917年 12月 21 日に ベ ル リン へ 避難 して か ら， 労働運動 に接近 し， 当時ベ ル リン に滞在中の ク

ル ト ・ ア イ ス ナ ーと知 り合 っ た 。 （ア イ ス ナ ーは トラ
ー

にと っ て は初期 の 平和主義者として ， そ

の信念の 強 さ の ゆ えに信頼に値 した し，また 「精神 の 人 と民衆の 裂け目を埋 めて い た」 こ とで

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （12 ）

も一
つ の 理想的人間像で あ っ た 。 ）　 1918年 1 月，ア イ ス ナ

ー
に従 っ て ミュ ン ヒ ェ ン に赴い た 。 学

生集会 な どで平和主義的，従 っ て 当局 に と っ て は好ま しくな い演説を した 。 ミュ ン ヒ ェ ン の 軍

需工 場を中心に行なわれ た ， 1月31日か らの 平和要求の ス ト ライキに 参加 。 自作の反戦的詩や

ド ラ マ （後 に《変転》 として 完成す る 。 ）の反戦的場面の チ ラ シ を配布 した 。 1 月 31日 の 夜 ， ア

イ ス ナ
ー

は じめ ス トライキ指導者が逮捕され た 。 志願 して釈放交渉団の 一
員 とな り， 2月 2 日

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 c13）

の 集会で 6
，
000名の 労働者を前 に演説 した。 2 月 3 日 に逮捕 され ， 3 ケ月 間 ミ ュ ン ヒ ェ ン の 軍

　 　 　 　 　 　 ピ

刑務所 に収監 された 。 国家反 逆罪で 審理 され たが不起訴 。 しか し，再度兵役 に 就 か され ，ノ イ

ウル ム の 療養部隊 に所属 した 。 9 月に兵役不能として 最終 日 に除隊された 。

　 トラ
ー

を最初にプ ロ レ タ リア
L

トに接近 させ た の は反戦闘争で あ っ た 。 1918年 1月の ス トラ

イ キ闘争 に お い て ， そ れが 階級闘争 と い う認 識 はなか っ た 。 む しろ ， そ こ に 自己 を犠牲 に した

正義の ため の 闘い を見た 。 自己犠牲 とい う観念 は トラ ーに と っ て は 闘争の 担い手 の 道義性 を評

価す る基準で あり，また，闘争 の 現 実的手段で もあ っ た 。 例 えばア イ ス ナ
ー

の 死 はそ の よ うな

自己犠 牲で あ っ たが ， トラ
ー
信 それ を顧 み なが ら，「一つ の こ とが彼を他 の す べ て の 共和 国大

臣か ら区別す る 。 彼の 行為 へ の意志 ， 決死の 勇気で あ る 。

……彼は死 を恐れ なか っ た 。

……死に
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （i4｝

対する恐れ を意 識的 に 克服 したもの に の み 大衆 は つ い て い く。」 と讃え て い る 。 また ， 闘争路線

に お い て も，精神 の あ り方 に お い て も，彼 の 対極 に い た オ イ ゲ ン ・ レ ヴ ィ ネ （彼が 自らを裁 く

法廷で 「我々 コ ミュ
ニ ス トはみな ， 死を猶予されて い る死者で ある 。 」と弁論した ことはよ く知

られ て い る 。 ）の 死刑に対 して ， トラ
ー

は獄中か らバ イエ ル ン 政府に 「あ なたが た は一定の 経済

的並び に 政治的前提に 基 く，
ヨ ーロ ッ

パ 的拡が りの 革命運動 を死刑宣告 に よ っ て せ き止め られ
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （15）

る と信 じて い る の か 。」 と ， 憤 りと悲 しみ を もっ て 抗議 して い る 。 こ こ に もレ ヴ ィ ネの 犠牲 的死

に対する敬意が容易にみ て とれる 。

　 1918年 1 月の ス ト ラ イ キ で ， 戦場の 悲惨に喘 い で い る同胞の た め に 自己犠牲 を厭わ な い労働

者たちに出会 っ て ， トラ
ーは初め て 非暴 力的な現実 の 具体的闘争手段を確信 した。「目的を信 じ

て い る大衆運 動は指導者 の 逮捕に よ っ て はせ き止め られ な い 。 信念が決定的要素で あ り， それ

が少 々病んで弱ま り， 分解 した とき，初めて敵対権力が運動 の統一を爆破 し，そ れを無力な ，

意 志す る能力の な い群れ に解消で きる の で あ る。こ れ らの 労働者は彼等 の なす べ き こ とを信 じ

て い る 。 指導者の 逮捕の ニ
ュ
ース に彼等 は逮捕者の 釈放を警視総監に 要求す る代表団の選 出で

答え る 。

……彼等が 1 時間以 内に戻 らな い とき は e
・第二 の 代表団が釈放を要求す る 。

……ス トラ
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （16）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ．　 リ
ィ キ は力 を失わな い で 続け られ る 。 」　労働者相互 の ， さ らに トラ

ー
の 労働者に 対する連帯と ，

闘争手段 と して の ス ト ラ イ キが発見された。こ の ス トライキ闘争思想 は一見 トル ス トイの 非暴

力改革思想を思 わせ る。 S ・ツ ヴ ァ イ クに よれ ば 「数千人また それ以 上が ，各 々 自己 の 人格 と

確信か ら， 屈伏せず進んで シ ベ リア に送 られ るな ら……
彼等の 英雄的受け身 により，革命家た
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ちが 団結 した暴力 によ っ て 達成するよ りも多 くの もの を達成す る 。 」とい うの が トル ス トイ の考

えで あ っ た 。 しか し，決定的な相違は ，

』
トラ

ー
が 1月の ス トライ キ闘争で 自己犠牲の 上 に連帯

した闘争の 担い手 を現実に見い 出 した こ とで あ り， ト ラ ーは そ の こ とに よ っ て そ れまで の空想
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （18）

性を一歩踏み 出 し，同時に 反戦的労働者 の 中に
一定 の 立場を築い た の であ る。

　
一

方 ，
ト ラ

ー
の 社会主義の 確信は 1 月の ス トライ キ で 逮捕 されて か ら明確に な っ て きた。獄

中で マ ル ク ス や ロ
ー

ザ ・ル ク セ ン ブ ル ク の著 作 を読 ん だ こ とに よ り， 「今 や 私は初め て 社会
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 c19）
主 義者 に な る 。 社 会構 造 に対 す る視力 が鋭 くな る 。 」　もっ とも，こ の領域で の トラ

ーの 理論

的知 識は ， 共産覚的視 点か らの 批評に よ れば，革 命運 動 の 指導者 にな るた め に は十分で は
　 　 　 　 　 　 （2G）

なか っ た と い う。 確か に ， W ・ロ ーテ も トラ
ー

の 病気体質 と精神 的素質の 関連 に 注 目 し，

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （2！）

「冷静な分析 ， 落 ち着い た考察 ， 自制は ト ラーが ほとん ど持 っ て い なか っ た特性で あっ た」と指

摘 して い る 。 彼 の 理 論的不十分 さは こ の よ うな性格 的な面か らも説明され るが，む しろ彼に と

っ て は社会主義の 理 論的な研究 よ りも， そ の 根底に あ るべ き血の 通 っ た暖か さ ， そ こ か らの 実

際行動が い つ も問題で あ っ た。「11月革命」に 始ま る一連の 現実的闘争を経験 した あとで ， 「外

的に は最少限の 暴力に よ っ て ，内的に は諸個人に 対する尊重 の 精神，社会的責任感情 の 精神，
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （22）

愛の 精神によ っ て結びつ い た世界共同体」 と公 式化 したが，元来，「共 に苦しむ勇 気」が，従 っ

て 知識人の 行為に 対す る責任感が トラ
ーを階級闘争よ りも，ラ ン ダウ ア ー

や ア イ ス ナ
ーの 「倫

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 c23 ）

理 的な社会主義」 に向か わせ た の で あ る 。 トラ
ーに と っ て は，社会主義 にお い て も内的状況が

問題で あ っ た 。 諸個人の 平和で 自由な生活が 彼の 目指す と こ ろで あ り， 社会主 義は 「帝国」 と

い う．抑圧機構 と正反対 に位置づ け られ る ． そ の た め の 制度的保証で あ っ た 。

2

　1918年 11月 7 日・ミュ ン ヒ ェ ン で も革命が始ま っ た ・
バ イ エ

，ル ン 共和国が宣言 され・ク ル ト’

ア イ ス ナ ーが新政府の 首班にな っ た 。 トラ ーは当時 ラ ン ツ ベ ル ク の母の もとで 風邪で 寝て い た

が ， 熱を押して ベ ル リ ン へ 向か っ た。
ベ ル リ ン で は 11月 9 日 シ ャ イデ マ ン によ り共和国が宣言

された 。 トラ
ーはアイ ス ナ

ーと連絡 をとり，11月半ばに は ミ ュ ン ヒ ェ ン に転 じた。
バ イ エ ル ン

労農兵 レ ー
テ 中央執行委員会の 副議長 に就任 。 1919年 1 月 21 日の バ イ エ ル ン 州議会選挙で は独

立社会民主 党か ら立候補 した が 落選 した 。 2 月初め に ベ ル ン で 開かれた第二 社会主義 イ ン タ ー

ナ シ ョ ナ ル の 会議 に参加。 2 月21 日 ベ ル ン か らの 帰途に ア イ ス ナ
ー

の 暗殺を聞 い た。 3 月，独
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ラ　

ー
　ト

立社民党の 議長に 就任 。 4 月 7 日 ，
レ ーテ 共和国が成立 し， トラ

ー
は革命中央評議会議長に就

任。4 月13 日，共産党系 レー
テ政府が成立 し， ト ラ ーは 自動的に 解任 され，一兵士 として ダ ッ

ハ ウに従軍 。 現地で赤軍司令官に推 され た 。 4月 16，
17 日，ダ ッ

ハ ウで の ホ フ マ ン 政府軍 との

戦闘に勝利 。 4 月26 日，共産党との 対立 に よ り司令官を辞任 した 。 4 月30 日
一 5 月 2 日 ， 「白

軍」に よ る ミ ュ ン ヒ ェ ン攻撃 。 敗北後 トラ ーは潜伏したが ， 6 月 4 日｝こ逮捕された 。 7 月 14−

16 日 ， ト ラ
ー

の 国家反逆罪 に対す る即決裁判 。 5 年の要塞禁錮を宣告 され ， 9 月24 日 ア イ ヒ シ

ュ テ ッ ト要塞刑務所 に収監 された 。

　当時25才 の トラ
ー

に とっ て ばか りで な く，あまりに もあ っ けな く 「革命」がや っ て きた 。 大

戦の 敗北が 既に決 して い た に して も， ドイ ツ帝国は 内な る反乱者に 対 して ま っ た く何 の 抵抗も
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な く自壊 して しま っ た 。 トラ
ー

は後年に顧み て ， 「民 衆は い っ た い革命 を欲 した の か ？ 彼等 は

平和を欲 して い た g 戦闘な しで 権力が手 に入 っ た 。 」， また， 「民衆 は社会主義を叫ん だ 。 しか

し ， 過去数年間 に社会主義の 明瞭な観念 を獲 得 して い なか っ た 。 彼等 は圧 制者 に対 して 防衛 し

た 。 彼等は何を欲 して い な い か は知 っ て い たが ， 何 を欲するの かは知 らな か っ た。 −iと， む しろ
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 c24）
権力の 空白的状況 に 民衆に と っ て の 危険 を感 じた こ とを述 べ て い る 。 こ の よ うな危惧は別 の意

味で 社民覚の もの で もあ っ た 。 各地 の 平和を求め る運動は レ
ー

テ の 形成へ と集結 されて い っ た

が，周知 の よ うに ドイ ツ の 中央 レ ヴ ェ ル で は ， 秩序を求め ，
レ ーテ 思 想に 反対で あ っ た社民党

の 指導の 下に ，
ベ ル リ ン の レ

ー
テ 全国大会 に お い て ，権力を未知数の 国民議会に 移譲す る こ と

が決定 された 。 そ して社民党中心 の 政府は議会制民主主義を守るために ， 非民主的旧勢力と妥

協 し， 早 くもそ の 復活を許 した 。 1918年 1月 に はベ ル リン で 「義勇軍」が ス パ ル タク ス ・ブ ン

トに指導 ざれた民衆蜂起を鎮圧 し，この 時点で すで に ドイ ツ の社会主義革命勢力の 後退が余儀

な くされ た 。

　バ イ エ ル ン で も，ア イ ス ナ ー政府 は レー
テ に依拠 した もの で あ りなが ら ， 議会制を 目指 した 。

大衆 の 自発 性に 基づ く直接民主 主 義的な レ
ー

テ と議会制は明 らか に 矛盾する もの で あり，ア イ

ス ナ
ー

自身 ， そ の 矛盾に悩 む こ とに なる が，一
つ に は普通選挙 に よ る議会の 形 成 は社会民主主

義者の 長年 の理想で あ っ た 。 （ご の 点で は ， ア イ ス ナ
ー

が所属 して い た独立社会民主党内に も，

エ ン ル ス ト ・ドイ ミ ヒ の よ うに ， 普通選挙 に よ る議会が理想で あ っ た歴史的条件 はすで に過ぎ

去らた ， とする考 え方 もあ っ た 。 ） さらに ，

一つ に はア イ ス ナ
ーは現実の 条件 に社会化の無意味

さを見 た 。
つ ま り， 廃墟を社会化する こ と は で きな い ，と い うの で あ っ た 。 それゆ え ，「全住民

の 創造的な協力」 （1918 ．11． 8 付声明）を期待 し，生産 大衆 の 自治組織 と して レ
ー

テ を ， そ
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （25）

の 頂点に議会 を構想 した 。 しか し， こ の 構想 は余 りに も形式的に過 ぎた 。 ア ィ ス ナ ーの 考え に

よれ ば， レ ーテ と議会は密接な協力関係 に立た なけれ ばな らなか っ たが，現実に は他の 地区と

同 じよ うに革命の 行き過ぎを恐れた社会民主党 とブル ジ ョ ア層は議会を レ ー
テに対抗す る制度

と して 利用 した の で あ っ た 。

　 トラ
ー

は1918年 1 月の 行動を通 じて 反戦的民衆 の 中に一定の 地位を築い たこ となどに よ り，

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ラ　
ー

　ト

中央執行委員会の 副議長に な っ た 。 5 ケ月後 に は レーテ共和国の 革命中央評議会 の 議長に な り，

事実上 の 元首にな っ たが，この 昇進に つ い て L ・ペ ー
タ
ー

は，蜂起 した大衆 の 混乱並 びに 誤 っ た指
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （26）

導を除去 し得 ない 無能を示す もの だ， と主張 して い る 。 ト ラ
ーと同時代人で ある シ ＝ テ フ ァ ン ・

グ ロ
ー

ス マ ン も 「せ い ぜい 従順 な新兵 の 教育 ぐらい しか心配 して い な か っ た古 い 党 の おか げで，

バ イ エ ル ン には社会主義の 後継者が ほ とん どい な か っ た」の で ， トラーの 前面 へ の 登場 は木思
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 c27）

議で はな い と説明 して い る 。

　 と こ ろで ドイ ツ の 革命を巡 っ て 政治的に は 「レ
ー

テ体制」か 「国民議会」か と い うこ とが決

定的争点で あ っ た が ， 現実の 機会 に直面 して トラーが 社会主義革命を どの よ うに 考え たか は ，

彼 自身は理論的に 語 っ て い ない 。 しか し，独立社民党の理論家， E ・ ドイ ミ ヒ の 明解な レ
ーテ

論と トラ
ー

の実際の 行動 ， さ らに コ ミ ュ
ニ ス トか らの 批判を重ね合わせ て み る と ， トラ

ー
の 考

え方がお およそ の ところ位置づ け られる 。 また，第一次 レ ーテ共和 国の 成立の 頃か ら次第 1〈明

瞭にな っ た コ ミュ ニ ス トと の 相剋か らトラ
ー

の 社会主義革命観の質的特徴が ， ま たそれ と関連

して ， トラ
ー

に と っ て の 現実の 革命の 問題点が理 解され る 。

　 ドイ ミ ヒ は レー
テ体制が 自然発生的に旧来の党や労働組合 の枠を越えて 成長 して きた こ と1こ
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注 目 した。そ の こ とは本質的に レ ーテ 体制が改良主義で は な く，プ ロ レ タ リア
ー

トの独裁を 目

標 と して い る こ と， そ して レ
ー

テが そ の ため の 現実的手段で ある こ とを意味して い る 。 以上の

基本認識の 下 に ， 官僚体制で な い ， 自己統治組織と して の レ
ー

テ体制を次 の よ うに構想 した 。

　  　任　務

　　　経済上の 任務
一

生産 ， 消費 の 社会化 と管理 。

　　　政治上の任務
一

自治体機構の 全権掌握と職務処理 。

　  　機　構

　　　各任務遂行の ため の 下部単位 （経営 レ
ー

テ）か ら積み上 げる ピ ラ ミッ ド構成 と中央執行

　　　機関 。 これ によ っ て経済と政治が 統
一

される 。

　  　戦　術

　　　闘争形態あ る い は闘争体として の レ ー
テ

ー−
F
一レ ーテ に 基礎を置き，そ の 助 けに よ っ て 革

　　　命を推進 。

　　　プ ロ レ タ リア 民主主義 一 党 の境界線の 撤廃 。

従 っ て ，議会制 に対 して は拒否 の 態度を と っ た。実際問題 として も，資本 の 利害 と官僚的 グル

ー
プ の 狭い 党派的利害が大きな役割 を果たす議会 に よ っ て は ， 経済的に も財政的に もひ ど く破

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （28）

壊 された泥沼状態か ら脱 け出す こ とは で きな い ， とい う認 識で あ っ た。

　議会制 に関 して は，既 に述べ た よ うに，ア イ ス ナ ーは ドイ ミ ヒ と違 っ た考え方を した 。 ただ，

ト ラ ーは，そ れが あ くま で 一定条件下で の方便で あ っ た こ とを認めて いる 。 社会 の 日常活動は

生 き生 きと した精神に よ っ て下部か ら浸透 され て い な けれ ばな らず，ア イ ス ナ
ー

は こ の 意味で
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （29）

レ ー
テデ モ ク ラ シ ーの 信奉者で あ っ た と い う。 トラ

ー
自身 も，

ベ ル リ ン の レ
ー

テ 全国会議が レ

ー
テ に拘束され な い 国民議会設置 を決定 した時，共和国は 自らの 死刑 を宣 した と感 じ た こ と，

一方，自らバ イエ ル ン 州議会 に立候補 したこ とな どか ら， 革命の 当初は ア イ ス ナ ーと同 じよ う

に両方の 相互補完的発展 を考えて い た と思われ る 。 つ まり，さ しあた り歴史的背景をもつ 社会

の議会主義的民主化 を支持す る一方 で ， 受動的な ス トラ イキ闘争を一歩脱け出して 労働者の よ

り積極的か つ 建設的な 自己統治手段と して の レ ーテ を支持した 。 しか し，北 ドイ ツ の情勢や ，

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ｛3o）

ア イ ス ナ
ー暗殺後 の バ イ エ ル ン 州 の 議会 の 動 きか ら，議会制に はま っ た く幻 滅 して しま っ た 。

　 ア イ ス ナ ーの 暗殺後，バ イ エ ル ン の 情勢は流動化 し，議会制 と レ ー
テ制の 矛盾が 表面化 した 。

結局それ は 4 月 7 日 の レ ー
テ共和国宣言に 向か っ たが，こ の レ ーテ 共和国の 成立を巡 っ て ， ト

ラ
ー

を議長 とする独立社民党お よび ミュ
ー

ザ
ー

ム
， ラ ン ダウ ア

ー
な どの ア ナ

ー
キ ス トグル

ー
プ

と共産党は激 しく対立 した 。 トラ
ーは最初外的条件の 不利か らレー

テ共和国に反対で あっ たが ，

内的条件の 充足を条件に 支持に 回 っ た 。 トラ
ーに と っ て はすべ て の 革命勢力の 結集が条件で あ

っ た 。
こ の こ とは単に社会主 義三 党 （社民党．独立社民党，共産党） の 参加 と い 5

［
に と どまら

ず， 党を越えた民主的協調 を意味 した 。 トラ
ー

にと っ て は現実の 形態よ りもそれ を満たす精神

が問題で あ っ た。従 っ て ，大衆 の 自発性 ＝ 民主主義が革命戦術 の 根底に な ければならなか っ た 。

例え ば，それは赤軍の 編成の 際に も現われて い る 。 赤軍兵士 は単な る機械で あ っ て はな らな い ，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し
そ の 革命的意志が必然的秩序を創造す る，新 しい 社会 は自由な人間に よ っ て の み建設され うる，

　 　 　 　 　 　 　 （31冫
と い うの で あ っ た 。

　 コ ミ ュ
ニ ス トの 現実把握 ははるか に実質的で あ っ た 。

レ ーテ 思想よ りは現実の レ ー
テ に 目が

注が れた 。 例 えば， ミ ュ ン ヒ ェ ン の レ ー
テはむ しろ大衆集会 と化 して い て

， そ こで は
一

般政治
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問題が討論 され ， 集会は党派政治 的な人気獲得 の ため の 絶好の 基盤 とな っ た，と批判 して い る。

また独立社民党指導者に 対 して は ， 言葉にお い て は火を吹 くよ うに革命的で あ り， 演壇上で は

芝居め い た身振りで サ ン ジ ュ ス トや ダ ン トン を模倣 して い たが ， 実際の 仕事で はま っ た くぶ ざ
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （32）

まだ っ た ， と酷評 して い る 。 これ らの 批評の 対象とな っ て い る と ころはまさ に ト ラ ーの 現実政

治家 として の 欠点で あ っ た。

　 しか し ， こ の よ うな欠点は，見方を変え る と， ト ラ
ーの 美点で もある情緒的素質の 現われで

もあ っ た。 共産党 は，下部 レー
テが十分固ま っ て い な い段階で は外 か らの 攻撃 に対 して 防衛で

きな い ，従 っ て現段階で の レー
テ共和国 は社民 党 の 挑発で あると の 見解で ，第

一次 レ
ー

テ には

反対 したが ， トラーはすで に レ ーテ 共和国に踏 み切 っ て しま っ た ，
バ イ エ ル ン の 他ゐ地区の 大

衆を見捨て る こ とはで きな い とい う理 由で ， 外的条件 の 悪さ に もかかわ らず レ ー
テ共和国の 形

成に参加 した 。 、トラ
ー

は こ の ときの こ とを 「こ の レ ーテ共和国は失われた ドイッ革命 を救お う
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （33 ）

とす る，絶望 した労働者大衆の 向こ う見ずの奇襲攻撃で あ っ た 。 」 と回想 して い る 。
コ ミ ュ ニ ス

トが政治的情勢に敏感に な っ て い た時 ， トラ
ー

は大衆の 動 向を考慮 して い た。そ して ，自己犠

牲に よ っ て 自らを方 向づ けた の で ある。W ・ロ
ーテ は冷静 に 「トラ

ー
が レーテ 共和国 の 冒険に ，

当時の 状況で 全 くリア ル で な い革命の 試行に全力で身 を投 げ出 した とい うことは，彼の 内発的

衝動的性質 か ら， 瞬間瞬間 に判断能力の あらゆ る柵を引き倒す こ と の で きた感情的性格 か ら説

明 され うる 。 」と性格的要因をあげた 。 しか し， そ の あ とで ， ト ラ
ーの労働者階級 との 一致の 欲

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （34）

求を忘れて はな らな い
， と注意を換起 して い る 。

こ の
一

致の 欲求は単な る憧ればか りではな く，

ト ラ ーの 内面 へ 注が れ る視点 と倫理 的な現実へ の 意志 を現わ して お り ， それ に よ っ て彼 は 1918

年 1 月の ス ト ライ キ以後，労働者階級 の 中に 連帯を見 い 出 して きた の で あ っ た 。

　 トラ
ー

は結局非共産党的革命勢力を代表する人物にな っ たが， トラ
ー

の 態度を 当時の ミ ュ ン

ヒ ェ ン の コ ミ ュ ニ ス トは さまざ まに 批判 した 。 トラ
ー

自身の 理解 によれ ば ， 主要 な も の は第一

次 レー
テ共和国 の 幻想性，共産党主導 の 第二 次 レ

ー
テ共和国に対す る非協力 ， 対 「白軍」 戦の

前線で の 平和主義的 「裏切 り」 な どで あ っ た 。
つ ま り， 現実の 政治情勢 の把握の 無能 ， プ ロ レ

タ リア独裁の 実質の 理解不足 ， 特 に トラ
ーの 「性格の 弱 さ」か らくる革命戦で の 危険な目和見

主義 的態 度な ど の 批判で あ っ た 。 こ の 立場 の 延 長線上 で ，L ・ ペ ータ ーは ト ラ
ー

や ミ ュ
ーザ ー

ム の 態度を ブル ジ ョ ア とプ ロ レ タ リア の 問で 動揺する 「政治的精神分裂症」 と呼び，彼等 は レ

ー
テ 共和国 の 革命情勢 に葛藤を もた ら した と論評 して い る 。 とりわけ ト ラ ー

の 平和主義的態度

と ミ ュ ン ヒ ェ ン の 革命の 必要条件 は矛盾 して い て ， 「腹のすわ っ て い な い ，デ ィ レ ッ タン ト的 「赤

軍』 建設の 試み とあ らゆ る暴力使用の 原則的拒否 との 間で 動揺 しなが ら， 彼は彼 の 指導下 に あ
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （35 ）

っ た rア ナ
ー

キ ス ト的』 レ
ー

テ 共和国を危険に陥れ た 。 」 と い うの で ある 。 そ して ，トラ
ーの不

徹底 な暴力意識を示す もの として ， 自伝か ら次の 部分を引用 した 。

　「私は暴力を憎ん だ。暴 力を行使するよ りむしろそれを甘受する こ とを 自分に誓 っ て い た 。

　今，革命が攻撃され て い たか ら， 私 は こ の 誓 い を破 る こ とが許された だろ うか。私は そ う

　 しな けれ ばな らなか っ た。労働者は私に信頼を寄せ て い た 。 私に 指導と責任 を委 ねて い た 。

　私が今，彼等を守 る こ とを拒絶 した ら，あ る い は彼等 に暴力を あき らめ る こ とを呼びか け

　た ら ， 私 は彼等の信頼を欺 くこ とにな らなか っ ただ ろうか 。 私 は流血の 結果の 可能性を前
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （36）

　 も っ て 憂慮 しな けれ ばな らなか っ た の だ 。 そ、して 役 目を引き受 けて は い けなか っ たの だ 。 」

　 しか し，トラ
ーに と っ て は， こ こ に 現われて い る矛盾をど う考え るか が ま さに問題で あ っ た 。
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エ ル ン ス ト・トラ
ーと バ イ エ ル ン 革命 9

こ の 問題 は結局革命を ど うと らえ る か の 問題 に かか わ る もの で あ っ た。革命を階級闘争 ととら

え る 立場 と ， 革命を人間 の 正義 の 確立 の ため の 闘争 と と らえ る立場。 トラ
ー

に と っ て こ の 二 つ

は理念 におい て 矛盾す る もの で はなか っ た。 しか し ， 現実の 闘争におい て は ， 正義の 根拠 をど

こ に求め るか の 問題が 生 じた。「大衆」 に求め るの か ，それ とも 「人間」に求め る の か。革命闘

争後に 自らの立場を整理 し，明 らかにす るため IC書かれた ド ラ マ 《大衆 ＝人間》の 根底にある

の はこ の 問題で あ っ た 。 そ こで は コ ミュ
ニ ス トに擬せ られ る 「男」は前者の 立場をとり，暴力の 問

題 で も首尾 r 貫 して ハ
ー

ドで あ り得た 。

一方，反戦闘争 と家庭生 活 の 乖離を悩ん で 獄 中自殺 し
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （3T）

た ソ ーニ
ャ

・ レ ル ヒ の 墓標 と して ， ソーニ
ャ

・ イ レ ーネ ・L と命名 された 「女」は後者の 立場 に よ
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 〈38）

り， 大衆 の 中の 憎悪 や復讐欲を許容する こ とな く，暴 力を 「罪」 と自覚 して 殉死 した 。 中心点

をもう少 し詳 しく観察 して み ると，「男 」 は
一

つ の もの の 見 方，マ ル ク ス 主 義的教義 （Lehr6）

から人間集団を対象 として とらえ る 。 そ の よ うな見方の もと に 階級的大衆が存在する 。 こ の大

衆の 解放がすべ て の 正義の 根拠 とな る 。 しか し，「女」からすると， そ の 場合の 主人公は対象以 ，

上に もの の 見方そ の もの にあ るよ うに思 われ る 。 それ だか ら こ そ，自らの反対者はす べ て 反革

命的 と主張 しえる の で ある 。

一方 ， 「女」 は対 象と して と られ られ る以前の実在 の権利 を認め

る 。 「人間は裸だ 。 」 （・Mensch　 ist　nackt
‘‘
） つ ま り， 解釈以前 ｝こ人間が存在する 。 だか ら，む

しろ 「大衆」 の 中か ら 「人間」 を解放す る こ とを考 え る。 こ の 意味で は敵も味方も，

’
階級闘争

もな い 。 大衆 の 自発性と い っ た もの は尊重 され るが ， 階級的憎悪や復讐は正義で はありえな い 。

そ れゆ え ， 厂女」は現実 の暴力 闘争 を 「罪」 と意識せ ざ るを得ず ， こ の意識 の 下 に暴力を放棄

し 「白軍」 に よ る銃殺 を甘受 した 。 ト ラ
ー自身はどうか とい うと ， W ・ロ ー

テは， トラ
ーが

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （ag ）

「女」 と一致 し，「男」 を呪 うて い るか ど うか は疑問だ，と判断 して い る 。 と もあれ ， トラ
ー

は　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ！

現実の 革命に おける暴力の 問題に つ い て ， それを形式化 して い るだけで解答 は提出して い な い

が ， しか し ， 決 して 臆す る こ とな くリァ ル に認識 して い た 。

　「今 日， 政治の 次元で ，
』
経済お よ び人間的関心 の 双方で 闘お うとする者 は，闘い の 法則と結

　 果は自分 の 良 い 意図と違 っ た諸力に よ っ て 規定 され るとい うこ と， しば しば防衛 と反防衛

　 とい う態度 が強制 され ， それを悲劇的 に感 じさるを得ず，そ れ によ っ て言葉の 深 い 意味で
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （4D ）

　血を流すか もしれ な い とい う こ とを明瞭に知 らな けれ ばな らな い 。 」

　 トラ
ー

を主人公化 した ドラ マ を書い た T ・ドル ス トは トラ
ー

を 「革命をする つ もりで 文学 を
　 　

’
　　　　　　　　　　　　　　　　　 （41 ）

や っ て しま っ た」 と批判 した 。 しか し， ト ラーの リア ル な認識は ま さ に 理念 と現実の 間に 立つ

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 c42｝

彼 の 人間性 を現わす もの で あ っ た。トラ
ー

は 「革命 の 徳 （Tugend ＞」とい う表現 をして い るが，

彼は矛盾は矛盾の ま まに して 革命の 大義 とい っ た もの を ， 大衆以前の 人聞の 基礎 の 上に お こ う

と した 。 無 意 味な殺 りくを避け よ うと して ，捕虜の 生 命を助け ， そ の 捕虜 に裏切 られ る と い う

よ うな ， 確か に滑稽だけで はすま され な い こ とな どを しなが ら， 例え ば ベ ル リン で の 反革命に

よる悲惨に対 して ， 「我々 はよ り正義で ある世界 の た め に 闘 っ て い る 。 我々 は入間性を要隶す
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （43 ）

る 。 我々 は人間的で あらね ばな らな い
。 」と省察 して い る 。 ζ の 点で コ ミュ ニ ス トは 自己 の 論理 ，

自己 の 戦術 を重視 しすぎて い るよ うに 思 われ た の で あ っ た 。

0 o o 0

第一次大戦の 戦場で ， 心身共に深 く痛手を負っ た トラーは ， 反戦 一 平和 の 闘い を決意 した。
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そ の 闘い は人間の 正義の共同体建設の 夢と重な り， か つ
， 当時の歴史的背景 およ び現実 の 状況

の もとで社会主義的潮流 と合流 した 。 それ は ， 彼の 倫理的意識と合致す るもの で あ っ た 。 1918

年 11月に 民衆蜂起 と帝国の 崩壊 に よ り生 じた革命的状況が発生 した時 ， ト ラーは ス ト ラ イ キ闘

争か ら レ
ー

テ民主主義体制の 確立へ と続 く革命の前進に身を投 じた 。 大衆の 変革へ の意志 と連

帯を力 とする 闘い で あ っ た 。 しか し， 革命をとりま く外的条件の 悪化 と共に ， ト ラ
ーに は内的

条件 も破綻 して きた よ うに 思 われた 。 彼 に とっ て は人間的要素か ら出発 したはず の 革命が ，革

命の 非人間的要素に よ っ て 守られ る とい う矛盾で あ る 。 暴力の 問題 ， 民主主義の 問題が ，
コ ミ

ュ ニ ス トとの 戦術的対立 の 中で 改め て 問われた 。 しか し，特に暴力の 問題は，解答の 見い 出せ

な い まま，悲劇的 な革命 の 原罪の よ うな もの に感 じられ た。そ して 外部で の ， お よび内部で の

革命的状況め悪化の 中で ， トラ
ーの闘 い は人間的要素 の保持に 向けられた 。 こ の 闘い は革命の

敗北後も形を変えて行なわれた 。 革命が後退 し，新たに民族主義的勢力が民衆の 中1こ根を張 っ

て きた とき ， 彼は劇作家と して 再出発 したが ， 彼の ド ラ マ は彼が ま さ に 政治的 ， 社会 的領域で
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （44）

遂行して きた ， 人間を獲得する闘い の 別の 形で あ っ た 。

　 トラ
ー全集の 編集者の ＝ 人，W ・

ブ リ ュ
ー

ヴ ァ ル ト1こよ る と， ト ラ ーの 保守的反対者は ， 彼の

根 な し草的存在や ヒ ス テ リ
ー

を責め た 。 ま た ， 社会主義の 批評家は ブル ジ ョ ア 出身を 決 して許
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （45）
さず，民衆の 力に 対す る不信 ， あ る い は労働者階級 に対する裏切りを問責 した とい う。

一
方 ，

W ・m 一
テ は，「トラ

ー伝説」とバ イ エ ル ン の 革命 の 実態に つ い て 言及し，レ
ー

テ共和国 の シ ン ポ
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （4s）
ル 化 した トラー像を真の 輪郭IC引き戻 さなければな らな い ，と注意 して い る 。 トラ

ー
の 資料集の

編者たちは，革命的状況が後退 して い く中で，彼 は 「真情の 革命家 （Gesinnungsrevolutionar）」

の 理 想像 に な っ たが， トラ
ー

や ラ ン ダ ウ ア
ー

の よ うな革命家た ち と民 衆 の 間 に は裂 け目があ っ

　 　 　 　 　 　 　 　 c47）

たこ とを認めて い る 。 さらに ，民衆 を展望する と11月革命は決 して 「真情」の 革命で はなか っ

た とす る ラ
ー

テ ナ ウ の 見解を引用 し ， それゆ え，彼等の ，暴力 の な い 空想的社会構成は ，暴力

を決意 した ラ デ ィ カ リズ ム の 手の 中で 無力だ っ た と い う。そ して 「意識的 に生み 出された権力

の 真空 IC，国家社会主義や そ の す べ て の 残虐 さの 先行 となる反革命の 諸力が外部か ら吹き込 ん

だ の に対 し，内部で は ア ナ
ー

キイな犠牲死の 思想が戦闘的階級の没落 とい う r力タ ス トロ フ ィ

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （48）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
’

一幻想』 と解 き難 く結び つ い た 。 」 と総括 した 。

’

　 トラ
ー

に つ い て は い ろ い ろな こ とが言われて きた し， 言え そ うで あ る 。 しか し， トラ
ー

の 真

情 ， ト ラーの 意識 した問題 は ， 人間的に も， ま た，バ イ エ ル ン の 革命の 現場で も， 内的必然性

を備えて い たb トラ
ー

は政治的に ドイ ッ の歴史の 歩みか ら疎外 され て い っ た が ， それ らは彼 の

文学 に 引き継がれ ， 今 日な お政治 へ の ア ピール と して とどま っ て い る。

注

〔1｝ W．Frtihwald ／J．　M ．　 Spalek：《 Der 　Fall　Toller》 250頁参考。

　　しか し，S．　La 血b は こ の ようなバ イ エ ル ン 革命との 関りの 重視の マ イ ナス 面 と して
， ワイマ

ール 共

　和国 に お ける トラ
ー

の 寄与が看過 され ，従 っ て トラ
ー

像が 不正確 に な る こ とを指摘 して い る 。 （《 Das

　literalische　Leben　in　der　Weimarer 　R θpublik》 164頁。）
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エ ル ン ス ト・トラーとバ イ エ ル ン 革命 11’

  　 Emst 　Toller：Werke 　421 頁 。

〔3） 同上書　 69頁。

〔4｝ こ の 病気 に つ い て
， 《Der　Fall　Toller》 に おい て は心臓 ，神経病 ，

　 W ．　Rothe ：《Toller》 に お い

　て は 胃 ， 心臓病と される。

（5） W ，Rothe ：《 Toller》　32頁 。

  　 Ernst　Toller：Werke 　482 頁 。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ．

〔7｝ W ．Roth6 ：《 Toller》　36頁。　　　　　　 一

〔8） FrUhwald ／Spalek ：《 Der　Fall　Toller》　33頁。

〔9） S．Zweig ：《Zeit　und 　Welt》　81
，
82頁。

aO） W ．　Rothe ：《 Toller》　37，39頁。

  　Ernst　 Toller： Werke 　135 頁 。

膕 　W ．Rothe ：《Toller》　40頁。

  　数字 は L ・モ ーレ ン ツ編《 バ イ エ ル ン 1919年》 （原題《Revolution
’
und 　Rtiteherrschaft　in　MUn −

　 chen 》） に よ る 。

  　Ernst　Toller：Werke　4118 頁 。

G5） Ernst　 Toller ：Werke 　 146 頁。

（16｝．Ernst　Toller：Werke 　 489 頁 。

  　S．Zweig ：《Zeit　und 　Welt》　81頁。

a8｝ W ．　 Rothe は こ の 時の こ とを 「大衆演説家 トラ
ーが誕生 した。」 （《Toller》　42頁。 ） とい っ て い る

　が ，トル ス トイの 場合 と の 比較は そ れ以上 の 意味 を 示す で あろう。

a9｝ Ernst　 Toller：Werke 　 495 頁 。

  　R ．Pe しer ：《 Literarische　Intelligenz　 Ilnd 　 KlasSienkampf》　118頁。

  　W ．Rothe ：《Toller》　14頁。
こ の 特性は逆 に感情の起伏の 激しさを意味するが ，そ れ は彼 の 情緒に

　訴 え か ける弁論の 才能 と結びつ け て 考 え られ る 。

囲　Ernst　 Toller ：Werke 　150 頁。

  　W ．Fr曲 wald ：Einleitung　in　Erns七 Toller　：　Werke　112 頁 。

  　Toller：Werke 　4　110，111頁 。

  　船戸満之 は ，．こ れを rブル ジ ゴア 民主主義の 急進化」 と解説して い る 。 （《バ イエ ル ン 1919年》第一部

　 バ イエ ル ン ・レ ー
テ概説）

  　L ．Peter：《Literarische　Intelligenz　 und 　 Klassenkampf 》　118頁。

  　Frtihwald ／Spalek ：《Der　Fall 　Toller》　41頁。

  　 エ ル ン ス ト・ドイ ミ ヒ ： 「レ ー
テ 体制 」 （《第三 イ ン タ

ーと ヨ ー
ロ

ッ
パ 革命》所収）参照 。

 9｝ Ernst 　Toller ：Werke　4147
，
148頁 。

  　FrUhwald ／Spalek ：《 Der 　Fall　Toller》　55頁。

翩　Ernst　 Toller：Werke 　4147 ，148頁 。

倒 　パ ウ ル ・ヴ ェ ル ナ
ー： 「ミュン ヒ ェ ン の 経験 」 （《第 三 イ ン ターとヨ ー

ロ ッ
パ 革命》所収）参照。

  　Ernst　Toller：Werk 色 4124 頁。

翩　W ．Rothe ：《Toller》
‘
56頁 。

  　L ．Peter：《 Literalische　Intelligenz　und 　Klassehka 皿 pf》　120，、121頁 。

鬮 　 Ernst　Toller：Werke 　4138 頁。

BT　 W ．　 Rothe ：《 Toller》　 64頁 。
　 Ernst　Toller：Werke 　4　89頁 。

鮒　W ．Sokel：《 E 辷nst 　Toller》 ．　 In ：Deutsche 　Literatur　im 　 20．　 Jahrhundert．303，304頁参照 。

  　W ．Rothe ：《 Toller》　68頁。

  　Ernst　Toller：Werke 　4138 ，139頁。

働　岩淵達 治 ：「ダ ン ク レ ト ・ドル ス トの トラ
ー一 自己自身を演 じた俳優 一 」 （《 ドイ ツ 文学》

’
　 50号
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　43頁。）

（4z，（姻

働

〔4M

 

〔4T

〔48）

　　 Ernst　Toller：Werke 　4　147頁 。

FrUhwald ／Spalek ： Nachwort 　 zu 《Der 　 Fall　Toller》　245頁。

FrUhwald ：Einlei加 ng 　in　Ernst　Toller ；Werke 　1　13頁 。

W ．Rothe ：《 Toller》　51− 53頁。

Frdhwald ！Spalek ：Nac ．hwort 　 zu 《Der 　Fall　Toller》　247頁 。

同上書　255，256頁。　　　　　　　 ．
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